
 

□ （1） 水に溶かしたとき水溶液に電流が流れる物質。

□ （2） 水溶液が電流を流さない物質。

□ （3） 食塩水や塩酸、水酸化ナトリウム水溶液は電流が流れるか？流れないか？

□ （4） 砂糖やエタノールは、電流が流れるか？流れないか？

□ （5） 塩酸を電気分解すると、陰極で発生する気体。

□ （6） 塩酸を電気分解すると、陽極で発生する気体。

□ （7） 塩酸を電気分解したときの化学反応式。

□ （8） 塩化銅水溶液を電気分解するとき、陰極で付着するもの。

□ （9） 塩化銅水溶液を電気分解するとき、陽極で発生する気体。

□ （10）塩化銅水溶液を電気分解したときの化学反応式。

□ （11）電気を帯びた粒子。

□ （12）＋の電気を帯びた粒子。

□ （13） .－の電気を帯びた粒子

□ （14）電解質が水にとけ、（12）と（13）にわかれること。

□ （15）塩化ナトリウムが電離するときのイオン式。

□ （17）原子の中では陽子と電子の数は、どうなっているか？

□ （18） .－の電気をもつ電子を放出したときのイオン。 

□ （19）電子を受け取ったときのイオン。 

□ （20）イオンを記号で書き表したもの。

□ （21）水素イオンのイオン式。

□ （22）ナトリウムイオンのイオン式。

□ （23）銅イオンのイオン式。

□ （24）アンモニウムイオンのイオン式。

□ （25）塩化物イオンのイオン式。

□ （26）水酸化物イオンのイオン式。

□ （27）硫化物イオンのイオン式。

□ （28）炭酸イオンのイオン式。

□ （29）硫酸イオンのイオン式。

□ （30）塩酸中での塩化水素の電離をイオン式で。

□ （31）塩化銅水溶液中での塩化銅の電離をイオン式で。

□ （32）食塩水に2種類の金属を入れると、電子オルゴールはなるかならないか？

□ （33）食塩水に同じ種類の金属を入れると、電子オルゴールはなるかならないか？

□ （34）化学エネルギーを電気エネルギーに変えるしくみ。

□ （35）燃料が酸化される化学変化から、電気エネルギーを取り出すしくみ。
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□ （1） 酸性の水溶液はリトマス紙を何色から何色にかえるか。

□ （2） 酸性の水溶液はＢＴＢ液を緑色から何色にかえるか。

□ （3） 酸性の水溶液にマグネシウムを入れると発生する気体。

□ （4） 酸性の水溶液は電解質か非電解質か。

□ （5） アルカリ性の水溶液はリトマス紙を何色から何色にかえるか。

□ （6） アルカリ性の水溶液はＢＴＢ液を緑色から何色にかえるか。

□ （7） アルカリ性の水溶液は電解質か非電解質か。

□ （8） 中性の水溶液はリトマス紙の色を変化させるか。

□ （9） 中性の水溶液はＢＴＢ液の色を変化させるか。

□ （10）塩化水素の電離式。

□ （11）酸とは、水にとけて（　　　　　　　）イオンを生じる物質のことである。

□ （12）水酸化ナトリウムの電離式。

□ （13）アルカリとは、水にとけて（　　　　　　　　）イオンを生じる物質のことである。

□ （14）リトマス紙やＢＴＢ液など、色の変化によって、酸性やアルカリ性を調べられる。こうした薬品。

□ （15）酸性やアルカリ性の度合いを表す数値。

□ （16）ｐＨ＜7は酸性か中性かアルカリ性か。

□ （17）ｐＨ＝7は酸性か中性かアルカリ性か。

□ （18）ｐＨ＞7は酸性か中性かアルカリ性か。

□ （19）塩酸や水酸化ナトリウム水溶液が手についたときはどうすればよいか。

□ （20）酸とアルカリを混ぜると互いの性質を打ち消し合うこと。

□ （21）塩化ナトリウムのように、酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液が中和してできる物質。

□ （22）炭酸と水酸化カルシウム水溶液を中和するときにできる塩。 

□ （23）（22）のときの化学反応式。

□ （24）硫酸と水酸化バリウム水溶液の中和でできる塩。

□ （25）（24）は何に利用されるか。

□ （26）（25）のときの化学反応式。
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